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剣
道
と
の
出
会
い 

 

私
は
昭
和
二
一
年
生
ま
れ
で
、
小
学
六
年
生
の
時
か
ら
剣
道
を
始
め
、
三
○
歳
代
ま
で
続

け
て
き
た
。
そ
の
後
、
稽
古
は
月
数
回
か
ら
年
数
回
に
減
っ
て
い
き
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど

竹
刀
を
握
っ
て
い
な
い
。
弁
護
士
に
な
っ
て
次
第
に
多
忙
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
理
由
で

あ
る
。
一
方
、
三
○
歳
代
か
ら
二
○
年
間
、
関
西
学
生
剣
道
連
盟
の
理
事
を
し
、
年
数
回
の

審
判
を
し
て
き
た
。
現
在
は
、
同
連
盟
の
副
会
長
を
拝
命
し
て
い
る
が
、
平
成
二
三
年
度
は

大
阪
弁
護
士
会
の
会
長
職
に
あ
り
、
多
忙
で
ほ
と
ん
ど
そ
の
任
を
果
た
す
事
が
で
き
な
か
っ

た
。 私

の
小
学
生
時
代
の
娯
楽
は
、
漫
画
雑
誌
で
あ
り
、
漫
画
の
主
人
公
の
赤
胴
鈴
之
助
に
憧

れ
て
剣
道
場
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
剣
道
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
中
学
で
は
、
剣
道

部
に
入
部
し
た
が
、
稽
古
が
き
つ
い
わ
り
に
は
鈴
之
助
の
よ
う
に
強
く
は
な
れ
ず
、
あ
ま
り

熱
心
に
稽
古
を
し
な
か
っ
た
。
私
の
実
家
は
広
島
県
の
三
原
と
い
う
町
で
あ
る
が
、
高
校
は

三
原
か
ら
少
し
離
れ
た
福
山
市
の
進
学
校
に
進
ん
だ
。
家
か
ら
一
時
間
半
か
け
て
の
通
学
は

大
変
で
あ
っ
た
が
、
剣
道
部
に
入
り
熱
心
に
や
っ
た
の
で
、
だ
ん
だ
ん
と
お
も
し
ろ
く
な
り
、

高
校
で
初
段
、
二
段
と
続
け
て
昇
段
し
た
。 

大
学
は
、
剣
道
が
伝
統
的
に
強
い
こ
と
を
先
輩
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
京
都
大
学
を
選
ん

だ
。
昭
和
四
○
年
、
運
良
く
京
都
大
学
工
学
部
に
合
格
し
、
入
学
す
る
と
す
ぐ
に
旧
三
高
時

代
か
ら
の
道
場
で
あ
る
養
気
館
に
行
っ
た
。
道
場
で
は
、
長
身
の
外
国
人
ら
し
い
人
が
剣
道

を
し
て
い
た
。
鼻
が
高
く
、
彫
り
の
深
い
顔
立
ち
で
、
長
身
で
あ
っ
た
た
め
、
外
国
人
と
映

っ
た
が
、
そ
の
人
が
、
京
大
の
斉
藤
正
利
師
範
で
あ
っ
た
。
当
時
、
大
阪
府
警
の
師
範
で
も

あ
り
、
剣
道
八
段
の
、
日
本
剣
道
界
を
代
表
す
る
剣
道
家
で
あ
っ
た
。
私
が
大
学
時
代
唯
一

「
先
生
」
と
素
直
に
呼
べ
る
師
で
あ
っ
た
。
大
学
の
四
年
間
は
、
剣
道
に
明
け
暮
れ
た
。
工

学
部
で
は
、
平
日
は
五
時
ま
で
講
義
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
実
験
、
実
習
と
、
さ
ぼ
れ
な
い
講

義
が
多
か
っ
た
が
、
で
き
る
限
り
講
義
に
出
ず
、
夕
方
五
時
か
ら
の
稽
古
に
備
え
た
。
斉
藤

先
生
は
、
京
都
に
住
ん
で
お
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
指
導
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
た
。
毎
日

一
度
は
先
生
に
か
か
り
稽
古
を
お
願
い
す
る
の
だ
が
、
息
が
上
が
っ
て
一
分
と
も
た
な
い
。

い
つ
も
道
場
の
壁
際
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
お
し
ま
い
と
な
る
。 

昭
和
四
○
年
入
学
組
に
は
、
矢
部
欽
治
、
吉
岡
正
和
、
成
瀬
三
喜
男
と
、
各
々
出
身
高
校

で
主
将
を
務
め
た
選
手
が
入
部
し
て
お
り
、
七
人
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
選
ば
れ
る
た
め
に
、
切

磋
琢
磨
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
大
学
四
年
生
の
時
の
団
体
戦
の
戦
績
は
、
国
立
七
大
学
戦
、



近
畿
国
公
立
大
会
、
京
都
大
会
は
い
ず
れ
も
優
勝
し
、
関
西
大
会
で
は
準
優
勝
、
全
国
大
会

で
は
早
稲
田
を
破
り
、
ベ
ス
ト
十
六
と
い
う
成
果
を
あ
げ
た
。 

私
は
、
大
学
三
年
生
の
時
か
ら
、
上
段
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
四
年
生
の
時
に
は
、

負
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
た
。
学
生
剣
道
の
試
合
時
間
は
、
通
常
五
分
間
で
あ
り
、

五
分
間
で
、
相
手
の
動
き
か
ら
相
手
の
技
量
を
見
極
め
、
攻
め
を
工
夫
す
る
。
何
百
時
間
の

稽
古
も
、
わ
ず
か
五
分
間
で
結
果
が
出
る
。
い
か
に
集
中
で
き
る
か
、
い
か
に
相
手
の
動
き

を
注
意
深
く
観
察
で
き
る
か
、
い
か
に
大
胆
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
、
勝
負
は
一
瞬

で
あ
る
。
涙
を
流
し
て
悔
し
が
り
、
喜
び
、
大
学
時
代
の
私
の
剣
道
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
と
い

う
よ
り
も
、
真
に
仕
事
で
あ
り
、
学
生
生
活
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
剣
道
の
試
合
に
明
け
暮

れ
て
い
た
頃
か
ら
す
で
に
四
○
年
が
過
ぎ
た
。
斉
藤
先
生
は
亡
く
な
り
、
多
く
の
尊
敬
す
る

先
輩
や
矢
部
君
ま
で
も
が
逝
っ
た
。
し
か
し
、
私
の
中
の
、
剣
道
に
対
す
る
熱
意
と
思
い
入

れ
は
、
今
も
少
し
も
変
わ
ら
な
い
。（
剣
道
五
段
） 


